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３） ケーススタディの作業手順 

環境影響評価の作業手順としては、「1 －1 総論」でスコーピングから環境影響評

価の実施段階への手順を示した。今回のケーススタディはその手順に則り実施し

た。 
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事業特性の把握 地域特性の把握
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図 1.13  ケーススタディーの流れ


